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国際交流に必要なもの 

校長 山口 千樹 

東京オリンピックが始まりました。コロナ禍で途絶えがちだった「国際交流」も再開されていく

でしょう。何より生徒の皆さんは、これからの人生で外国人と接することが少なからずあるはずで

す。そのとき必要なのは、英会話のスキルや相手の国の情報ではなく、自分自身や自分の国のこと

を知り、自分の言葉で語る力である、ということを述べたいと思います。 

それは私の経験に基づく考えです。私は教師になってから仕事のため３度ほど、海外でホームス

テイしたことがあります。１度目はアメリカのオレゴン州で高校教師の家庭に、２度目もオレゴン

州で韓国人実業家の家庭に、３度目はドイツのハンブルグ市で若い夫婦の家庭でした。いずれも、

「珍しい客が来た」と家族の友人が大勢やってきて、夕食を囲みながら様々な話題を話しました。

私は理科の教師で、英会話のスキルも高くありませんが、電子辞書を片手に必死にしゃべったこと

を憶えています。 

高校教師の家では、オレゴン州が抱える教育問題や中南米からの移民について、韓国人実業家と

は、日韓関係やアメリカでビジネスを行う苦労について、若い夫婦の家では、ＥＵが抱える経済格

差とトルコからの移民についてというふうに、正解のない深い問題ばかりでした。 

議論は、「私はこう考えるけど、あなたはどう思うか？」「私の国ではこうだけれど、日本では

どうなのか？」という質問ではじまり、私の答えをもとに「なぜ日本人はそうするのか？」「アメ

リカ人にはそんなことはできない」「きっと日本人はドイツ人よりも我慢強いのだろう」などと、

いつの間にか私のことはそっちのけで、議論が白熱していくのです。私の稚拙な英語でも、意見の

表明なら聞いてもらえましたが、あいまいな態度だと、見向きもされませんでした。次第に「日本

人であるという立場を明らかにし、自分の考えを自分の言葉で語らなければならない」ことを学び

ました。以来、私は「自分はどこの誰である。」「あなたの考えに賛成である。それはこういう理

由だからだ。」と話すように心がけています。 

私の小さな経験にすぎませんが国際交流で大切なことは、まず自分や地元のことを理解すること

であると言えます。１学期の総合的な探究の時間で、１年生が文理選択や科目選択に取り組んだの

は「自己理解」のためであり、２年生が地域課題の解決に取り組んでいるのは「地元理解」のため

です。将来、生徒の皆さんが出会うであろう外国人と交流するときに必要な、資質・能力を身に付

ける機会であることを指摘しておきます。 

 

※レイモン・サヴィニャックのポスターについて 

７月中旬から生徒玄関にフランスのデザイナーであるサビニャックの作品を展示しています。

「島原半島サヴィニャックの会」の近藤さんのご厚意により、お借りしたものです。フランスの風

を感じてください。 

                         

                         

                        

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

＜結果＞ 

バスケットボール男子  バスケットボール女子 

１位 ２年２組Ａ    １位 ２年３組Ａ 

２位 ２年３組     ２位 ２年１組Ａ 

 

バレーボール男子    バレーボール女子 

１位 ３年４組     １位 ３年４組 

２位 ２年２組     ２位 ３年１組Ｂ 

 

サッカー男子      サッカー女子 

１位 ２年６組     １位 ３年３組 

２位 ３年５組     ２位 ３年１組 

 

７月１２日（月）の午後と１３日（火）に第

１回校内競技大会を実施しました。晴天に恵ま

れ、予定通りサッカー、バレー、バスケットボ

ールの３種目を行いました。各クラスで団結

し、全力プレーや熱い応援が見られ、大いに盛

り上がりました。 

 

 

野球部 第１０３回全国高等学校野球選手権長崎大会 ベスト３２ 

ラグビー部 第８回全国高等学校７人制ラグビーフットボール大会 １１位 

合唱部 第７６回九州合唱コンクール長崎県大会 銀賞 

吹奏楽部 第６６回長崎県吹奏楽コンクール高等学校の部 金賞 

 

部活動 
から～ 



各学年より 

第１回理数科講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

 

 

                                   

 

 

                                  

 

 

                                         

 

 

 

 

 

                                          

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月の主な予定 

オープンスクール 

１学年主任 林 圭介        「１学期終了」 

 早いもので、１学期が終わりました。この期間を振り返ってみれば、北陽台生としての生活はどうだ

ったでしょうか。部活動や学習のリズムはつかめましたか。学習内容は定着できていますか。三者面談

も終了した今、しっかりと反省をしてみてください。 

 さて先日、7/31～8/18までの19日間の学習計画を立ててもらいました。8/9の登校日がありますが、

かなり休みの日が続きます。計画に沿って、日々学習を継続してもらいたいと思います。それなりの分

量の課題が各教科から出されていますが、課題だけに終わらず、学習計画に記入した各教科における重

点項目を、各自のペースで復習してください。8/19には校内実力試験が実施されます。準備万端整えた

上で臨んでください。 

 ＧＷに引き続き、夏季休業中も「積土成山」の冊子に「書評」を記入してもらいます。10分間の朝読

書は継続して行っていますが、まとまった読書の時間は、なかなか取れないと思います。この機会に、

視野を広げ、考えを深める読書体験をしてもらいたいと思います。 

 

２学年主任 下村かおり     「Summer has come」 

 いよいよ夏休みが始まります。勉強に部活動にやりたいことがたくさんあるでしょう。でも、小論文

演習で事前の構想が要であったのと同様に、計画立案が充実した夏を過ごす鍵であることは言うまでも

ありません。皆さん、計画通りに進んでいますか？先日のオープンスクール交流会では、中学生から

「８月も授業があるんですか？」という質問があり、今年の予定を伝えると「えーっ！」と驚いていま

したが、一昨年、４２回生も同じような反応をしていたことを思い出しました。交流会では他に、「宿

題はどれくらい出ますか」「毎日何時間勉強していますか」「全ての部活動で朝練はあるんですか」な

どの質問がなされ、担当生徒が、前期入試についての体験談や、中学時代にしておいたら良かったと思

うことなど、プラスαの情報を含めて上手く進行していました。交流会の運営に携わった人たちは、中

学生と以前の自分の姿とを重ね合わせて、北陽台での毎日を大切にしようという思いを新たにしたので

はないでしょうか。 

 さあ、高校２度目の夏、あなたはどのように過ごしますか？ 

 

３学年主任 守 慶直       「夏の過ごし方」 

 『夏を制する者は受験を制す』と言われるように、高校生活最後の夏の過ごし方が合否を左右す

ると言っても過言ではありません。人によってレベルは違うと思いますが、この夏の期間はただ単

に課題の消化で終わるのではなく、課題を通じて基礎基本をしっかり身につけましょう。土台がし

っかりしていれば、秋から冬にかけて行う演習でどんどん力がついていき、志望校合格が近づいて

きます。 

 ８月１日から７日までの一週間、校内での学習会を行います。この期間の取り組みがその後の授

業がない期間、そしてそれ以降の取り組みに繋がるよう、充実した一週間を過ごしてほしいと願っ

ています。『一週間なんとか乗り切った。お盆休みはゆっくりしよう。』では学習会の効果は半減

してしまいます。お互いの頑張る姿で刺激を与え高め合い、その後も継続して頑張ることができる

よう、４１回生全員でこの学習会を成功させましょう。 

大学入学共通テストまで約１７０日。この学習会期間中の短期的な計画に加え、受験までの長期

的な計画も立て、一日一日を大切に過ごしたいですね。 

１日（日）～ ７日（土）  校内自学学習会（３年） 

５日（木）～ ６日（金） 長崎大学水産学部研修（１・２年理数科） 

８日（日） 校外実力試験（２年希望者）、校外マーク模試（３年） 

９日（月） 登校日 平和学習 

１１日（水）～１６日（月） 学校閉庁期間 

１８日（水） 県立大学研修（２年理数科） 

第２３回中国・四国・九州地区理数科高等学校課題研究発表大会  

１９日（木） 表彰伝達式・開始式、１・２年校内実力試験、３年授業 

２１日（土） 校外オープン模試（３年）、土曜自学（１・２年） 

２５日（水） 第７０回全国高等学校PTA連合会大会島根大会（オンライン開催）          

２６日（木） 学校説明会（長与町） 

２７日（金） 学校説明会（時津町） 

２８日（土） 土曜自学（全学年）、GTEC（２・３年希望者） 

３０日（月） 学校説明会（長崎市） 

※８月１９日～３１日は授業日になります。 

  

 

 

 

 
 

７月８日（木）に長崎県立大学

看護栄養学部の竹内昌平先生を講

師としてお招きし、『数理モデル

で捉える感染症の流行』と題し理

数科講義を実施しました。生命科

学分野において、数学がどのよう

に活用されているのかを学ぶいい

機会となりました。 

 

７月２６日（月）に朝から全校生徒に学習用パソコンのルール確認を動画視聴し、その後、一人ずつ

タブレットパソコンを手渡しました。ルールやマナーを守り、学習用として大いに活用してください。 

                                   

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

        

 

 

学習用パソコンの導入について 

                              

                          

                          

                           

 ７月１０日（土）にオープンスクールを実施しました。３０校以上の中

学校から中学生と保護者合わせて８００名以上の方が来校し、学校説明

会、体験授業、本校生徒による交流会に参加しました。交流会では本校の

各中学校の出身者が高校生活や受験勉強についての説明やアドバイスを行

いました。中学生や保護者の方から数多くの質問が挙がり、本校の良さを

熱心に伝えていました。 

 

 

動画の内容は 

   ①卒業まで、学習用パソコンを借りている意識をもって使うこと。 

   ②充電は家庭で行うこと（持ち帰ること）。 

   ③パソコンの貸借はしないこと（一人一人、ＩＤを登録済）。 

   ④故障した場合は、報告すること。 

   ⑤ID、パスワードのきちんと保管をすること。 

   ⑥なりすまし・不正アクセスはしないこと。 

   ⑦パソコンでの発言や言葉には充分に注意をすること。 

   ⑧個々のパソコンの使用状況について県教育委員会により管理されて 

いること。 

不明な点は、配付した「長崎北陽台高等学校学習用パソコン等利用規約」 

及び「長崎県立学校学習用パソコン等貸付規程」をご覧ください。 

 


